
小学校区 介護予防教室のご案内

　介護予防に効果的な生活習慣を身につけ、自分らしい自立した生活が維持・
実現できるよう、小学校区ごとに地域での介護予防教室を開催しています。
　運動や脳トレ、レクリエーション、健康に関するお話や相談などを、週 1
回（午前中 2 時間）実施します。運動や脳トレなどは講師（専門士）が行い
ます。ぜひ、この機会に参加してみませんか？

▶対象者　町内在住で、歩行などに介助が必要ない 65 歳以上の方
  ※参加できる教室は、お住まいの小学校区ごとに異なります。（下記参照）
▶申込方法　福祉課窓口またはお電話でお申し込みください。
▶参加費用　無料

元気な時から 地域で健康づくり！

無料

小学校区 教室名 会場 日時
原田小学校区 原田の郷介護予防教室 南町民センター 木曜日

10 時～
12 時

桜原小学校区 さくら元気クラブ 地域交流センター 水曜日
宇美東小学校区 だんだんだん東風の郷 障子岳公民館 月曜日
宇美小学校区 元気・宇美っくす うみハピネス 金曜日
井野小学校区 ※開設準備中

福祉課　高齢者支援係　☎934-2243申し込み・問い合わせ

介護予防教室は、小学校区コミュニティ運営協議会と共働で実施しています。
教室では、各地域の福祉サポーターさんにお手伝いをしていただいています。
福祉サポーターを養成する講座も5月から始まります。（P14参照）
一緒に地域で健康づくりをしませんか？お待ちしています。

　ファミリー・サポート・センター事業とは、支援を
受けたい人（おねがい会員）と子育ての支援ができる
人（まかせて会員）が会員登録し、
相互支援活動（有料）を行うも
のです。
　センターでは、専任のアドバ
イザーが会員間の橋渡しを行い
ます。

　まずは、講習会への参加（下記参照）が必要です。
その後、入会手続、登録となります。　　

町内に居住、または勤務先のある方。
［おねがい会員］　　

町内に居住し、健康で支援活動に理解と熱意を有する
20 歳以上の方。
※学生は除きます。資格などは不要です。

（講習会 4 回と交流会に参加必要）

［まかせて会員］　　

■ 会員になるにはどうしたらいいの？■ ファミリー・サポート・センター事業って何？

▶申込方法　電話
▶受講料　　無料（講習会 2 のみ教材費 206 円）
▶申込締切　6月8日（金）
▶託児　　　有り（未就学児・要事前申し込み・定員
　　　　　　になり次第締め切ります）

▶利用料金（子ども 1 人につき 1 時間の料金）

※兄弟姉妹は 2 人目から半額です。

回 日時・会場 講習内容 講師

講習会 1 6 月 16 日（土）

10 時～12 時
うみハピネス

ファミサポでつながる
子育て仲間

梯　裕子
（子ども発達支援事業・乳幼児学級講師）

講習会 2 6 月 22 日（金） 子どもの安全と事故 日本赤十字社 福岡県支部
講習会 3 7月   5日（木） 子どもの体の発達 宇美町役場 保健師
講習会 4 7 月 11 日（水） 子どもの遊び 宇美町立保育園 保育士
交流会 7 月 14 日（土） 事業説明・交流会 宇美町ファミリー・サポート・センター アドバイザー

月～金
（祝日を除く）

7 時～ 19 時 700 円
上記の時間外 900 円

土・日・祝日、
年末年始（12月 29日～
1月 3日）

7 時～ 19 時 800 円
上記の時間外 1,000 円

■ ファミリー・サポート・センター講習会の日程

●上の子の学校行事に行きたいけど、下の子をつれて
いけないとき。

●仕事が遅くなるので、保育園・放課後児童クラブなど
の終了後、送迎や子どもをみることができないとき。

●自分が病院に行きたいけど、子どもを連れていけな
いとき。

※対象年齢は生後 6 か月～小学校６年生です。
※預かる場所は、原則「まかせて会員」の自宅です。

■ ファミリー・サポート・センター移設のお知らせ
　4 月 1 日（日）より、ファミリー・サポート・セン
ター事業を宇美町社会福祉協議会が運営することにな
りました。それに伴い、ファミリー・サポート・セン
ターが宇美町社会福祉協議会内へ移設しています。

■ こんなときに利用できます

ファミリー・サポート・センター ☎932-0601
宇美町社会福祉協議会 ☎931-1008問い合わせ

ファミリー・サポート・センターのお知らせ
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事務分掌の内容 旧所管課等 新所管課等
1 移住・定住に関すること（新規） ― 政策経営課
2 働く婦人の家に関すること

福祉課 まちづくり課3 福祉巡回バスに関すること
4 地域交通に関すること
5 駅前広場の維持管理に関すること

財産活用課 まちづくり課
6 宇美駅前自転車駐車場の維持管理

に関すること

7 町誌編さんに関すること 総務課 町制施行 100 周年
事業推進事務局

8 集会所および生活館に関すること
社会教育課 まちづくり課

9 自治会公民館等の整備助成に関す
ること

7 6広報うみ（平成30年4月号）広報うみ（平成30年4月号）


